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全高校生オンラインアンケート調査結果（詳細）について 

 

１ 調査概要 

新長期総合計画の策定にあたり、未来の主役である若者の声をしっかり受けとめるため、大分県内の

県立・私立高校に在学する全高校生（28,637人）を対象として、令和５年８月２２日～令和５年９月２

５日にかけてオンラインで調査を実施したもの 

 

２ 回答状況 

  回答数：21,304人  

 

３ 回答属性 

学年(n=21,304) 性別(n=21,304) 

  

 

 

▼タブレットを活用して回答する高校生の様子 
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回答結果（詳細） 

 
 

問１ あなたは、大分県のことが好きですか。（○は１つだけ） 

「好き」（46.7%）が最も多く、次いで「どちらかといえば好き」（37.6%）が多い。 

「好き」又は「どちらかといえば好き」を合わせると、84.3％が大分県に愛着を持っている。 

 
 

問２ あなたは、将来大分県に住み続けたいと思いますか。（○は１つだけ） 

「県外に一度出たいが、将来的には大分県に戻って住み続けたい」（31.2%）が最も多く、次いで「分か

らない」（30.4%）、「大分県に住み続けたくない」（22.7％）と続く。 
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問２―１ 
県外に一度出たいと思う理由は何ですか。（○は５つまで） 
※問２で「県外に一度出たいが、将来的には大分県に戻って住み続けたい」を選択した方に質問 

  

「進学（県内に希望する学部や学科がない）」（36.3%）と「進学（県外でひとり暮らしをしたい）」（33.5%）

が多く、「就職（県外でひとり暮らしをしたい）」（27.3%）、「進学（県内に自分の学力に合う大学がない）」

（9.4%）、「就職（県内に希望する就職先がない）」（7.6%）と続く。 
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問２―２ 
将来的には大分県に戻って住み続けたいと思う理由は何ですか。（○は５つまで） 
※問２で「県外に一度出たいが、将来的には大分県に戻って住み続けたい」を選択した方に質問 

  

 「海・山など自然環境が豊か」（51.2%）が最も多く、「人間関係・家族関係が充実」（37.6%）、「温泉が

身近」（37.2%）、「食べ物が新鮮で美味しい」（30.5%）、「住環境が快適」（24.8%）と続く。 
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問２―３ 
大分県に住み続けたくないと思う理由は何ですか。（○は５つまで） 
※問２で「大分県に住み続けたくない」を選択した方に質問 

 

「都会に憧れがある」（56.3%）が最も多く、「県外で一人暮らしをしたい」（49.2%）、「レジャー・娯楽が

充実していない」（39.9%）、「公共交通機関が不便」（35.4%）、「買い物が不便」（31.3%）と続く。 

 

 
 
 
 



6 

 

 
 
 
 

問２―４ 
大分県に住み続けたいと思う理由は何ですか。（○は５つまで） 
※問２で「このまま大分県に住み続けたい」を選択した方に質問 

 

「海・山など自然環境が豊か」（50.2%）が最も多く、「人間関係・家族関係が充実」（35.5%）、「温泉が身

近」（35.3%）、「食べ物が新鮮で美味しい」（31.4%）、「住環境が快適」（24.6%）と続く。 
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問３ 
あなたが大分県以外で魅力に感じている（住んでみたい、進学したい、就職したいなど）地域は
どこですか。（○は１つだけ） 

 

 「福岡」（48.9%）が最も多く、「東京（関東圏）」（25.2%）、「大阪（関西圏）」（14.9％）と続く。 
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問４ あなたが将来、就職したいと思う業種は何ですか。 

 

 「医療・福祉関係」（23.1%）が最も多く、「未定」（22.5%）、「公務員」（20.9%）、「教育関係」（13.9%）、

「その他」（11.9%）と続く。 
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問５ あなたは、子どもを産み育てることにどのようなイメージを持っていますか。（○は３つまで） 

   

 「家族の絆や幸福感を持てる」（69.6%）が最も多く、「金銭的な負担が大きい」（52.6%）、「子育てを通

して人間的に成長できる」（41.4%）と続く。 
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問６ あなたが今後、大分県に力を入れて欲しいと思うことは何ですか。 

 

「こども・子育て支援」（55.1%）が最も多く、「医療・健康づくり」（24.5%）、「観光の振興」（22.9%）、

「犯罪・交通事故防止」（21.5%）、「安全・安心（食、消費者、動物愛護等）」（20%）と続く。 

 

 

 


